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動植物検疫探知犬取材時の遵守事項 
 

 このたびは、取材いただきありがとうございます。 

 取材は、税関が管理する制限区域である旅具検査場で行われること、また、動植物検疫

探知犬（以下、検疫探知犬）は繊細で、探知活動には集中力が必要なことから、検疫探知

犬の活動を効果的かつ円滑に取材いただくため、以下の項目を遵守いただきますよう御協

力をお願いします。 

 撮影は、動植物検疫カウンター、活動中の検疫探知犬、動物検疫所の職員のみに限定さ

せていただきます。 

なお、取材に必要なもの以外は持ち込むことはできません。病原体の持出しリスク低減

のため、動物検疫カウンター内へのスタッフの立入や機材の設置は原則できません。汚破

損等の補償の観点から、機材等の管理及び設定等の補助は一切行いません。 

御了承の程、よろしくお願いいたします。 

 

１ 円滑な探知活動のための遵守事項 

 検疫探知犬の探知活動に支障を生じないよう、次の事項に御留意ください。 

・撮影のために身振りや大声を発して犬の注意を引かない。 

・無断で検疫探知犬の頭をなでたり体に触れたりしない。 

・検疫探知犬の周囲２m以内に近寄らない。 

・検疫探知犬の進路前方に入らない。 

・大勢のスタッフで検疫探知犬を追い回さない。 

 

２ 旅具検査場内での遵守事項 

（１） 撮影許可について 

  撮影に先立ち、植物防疫所、税関及び空港会社に撮影と入場等の必要許可を取ってく

ださい。 

 

（２）税関検査上の注意事項 

  旅具検査場内は、旅行客による写真撮影が禁止されている区域です。取材と分かるよ

うに、社名等が記載された腕章をお付けいただき、次の事項に御留意ください。 

・写真撮影の際、フラッシュを使用しない。 

・検査場の全景等、施設構造が判別するような広範囲の撮影をしない。 

・背景も含め、税関検査台等の設備及び税関職員の検査風景を撮影しない。 

・麻薬探知犬の活動風景は撮影しない。 

・検疫探知犬を追って旅行客の間を縫うように走らない（旅行客の進路を妨害しない）。 

・その他、植物防疫所、税関及び空港会社からの指示事項があれば遵守すること。 

 

（３）入国者の個人情報の保護 

  次に例示する事項等、入国者の個人情報に関わる取材は一切できません。 

  ・入国者の顔（個人）が特定できる撮影 
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  ・入国者の手荷物の中身が映るような撮影 

・入国者等へのインタビュー（必要な場合はあらかじめ御相談ください。） 

※ 税関検査後の到着ロビーでの旅行者等へのインタビューは、別途空港管理会社等

の許可が必要となります。 

※ 撮影を承諾した入国者以外の者が映り込む場合は、モザイク処理いただく等、入

国者のプライバシー保護に御配慮いただきますようお願いします。 

 

その他、撮影に際しては動物検疫所及び税関の指示に従って下さい。 

関係者等から中止の要請、警告等を受けた場合は、取材を中止させていただくことがあ

りますことを、あらかじめ御了承ください。 

 

～最後に～ 

取材内容を放映・掲載いただく際、動物検疫所に関する用語について、可能な範囲で正

確に表現をしていただきますようお願いします。ご不明点等ございましたら、動物検疫所

の取材担当者までお問合せください。 

 

＜参考＞ 

よくある表現例：動物検疫所関連 

・×「空港探知犬」 → 〇「動植物検疫探知犬」 

・×「検疫所」 → 〇「動物検疫所」 

・×「検疫官」 → 〇「家畜防疫官」 

 

皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

 


